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はじめに
　本学では、音楽Ⅱで弾き歌いの学修をする。
　４月当初、レッスンをしていて感じるのは、多くの学生が、譜面通りに間違えずに伴奏を弾く
ことに強くこだわっているということである。伴奏に集中するあまり、歌の旋律が不自然にな
り、本来、歌に合わせるはずのピアノ伴奏の方に、歌を合わせてしまっているような印象さえ受
ける。
　４月後半になると、５月下旬から保育実習でお世話になる園から、実習中に弾いたり歌ったり
するための曲をいただいてくる。実際に園で弾くことを前提に考えると、「子どもたちが歌いや
すいように弾き歌いする」ということが一番大切なことになる。しかし学生の多くは、楽譜の情
報（１つ１つの音符）にとらわれすぎていて、旋律の流れに意識を向けずに練習をしてしまう。
　このような学生にとって保育実習の経験は、学生たち自らが、子どもたちが歌いやすいと感じ
る伴奏を弾いたり歌ったりするためにはどんな練習が必要なのかを考えるとても良い機会となる。
　2018年６月に、実習で扱われた曲目や、実習での様子を把握するため、音楽Ⅱを受講した約
260名の学生を対象にアンケートを行い（2018.6.8実施）、体調面も含めて様々な角度から実習全
体の振り返りをしてもらった。ここでは、アンケートの中から、①実際に弾いたり歌ったりした
曲目と子どもたちの年齢、②現場でご指導いただいたこと、③自分に必要だと感じた力をそれぞ
れまとめた。これらのアンケート結果をもとに、今後の指導のあり方を考えるとともに、指導法
について実践事例を示し、今後の課題や保育者にとって必要な力について考察した。
１　アンケート集計結果と今後の指導について
①　保育実習中に弾き歌いした曲目
　以下は、2018年５‒６月の保育実習中に、本学学生が保育園でどんな曲を何歳児と歌っている
のかを調査し、まとめたものである。
《０歳児》わにの歌・おはようの歌・パンダうさぎコアラ・チューリップ・おたまじゃくし・ながぐつマーチ・
ちょうちょ
《０～１歳児》とんぼのめがね・ネズミの前歯・おもちゃのチャチャチャ・さんぽ・アンパンマン・朝の歌（2）・
動物園へ行こう・おむねをはりましょ・お帰りの歌（2）・小川のメダカ・つばめ
《１歳児》おはながわらった・おはようの歌（2）・ありさんのおはなし・ことりの歌（3）・ぶんぶんぶん（2）・
時計の歌（2）・あいあい・めだかの学校（2）・手をたたきましょう・むすんでひらいて（2）・大きなくりの木
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の下で・かえるの歌（3）・やさいの歌・どんぐりころころ（2）・ちょうちょ・出発だ！・お返事ハーイ・おや
つの歌・モグモグパクパク・バスごっこ・小鳥の歌（2）・はらぺこあおむし・きらきら星・あめふりくまのこ・
つばめになって・ハッピーバースデー・給食の歌・お帰りの歌・雨・とんぼのめがね・さんぽ・一本橋
《１～２歳児》アンパンマン（2）・アイアイ・ミッキーマウスマーチ・ABCの歌・幸せなら手をたたこう（英
語）・むすんでひらいて・給食の歌・おかえりのうた・バスごっこ・おはようのうた（2）・とんでったバナナ・
おすもうくまちゃん・かえるの歌・小鳥の歌・どんな色が好き・大きなくりの木の下で・時計の歌・かたつむ
り・手をたたきましょう・おはじまりのうた
《２歳児》かえるの歌（10）・はたらく車・さんぽ・鬼のパンツ・かたつむり・手をたたきましょう（3）・犬の
おまわりさん・ミックスジュース（2）・エビカニビクス・ひげじいさん（2）・ぶんぶんぶん（2）・時計の歌
（5）・小鳥の歌（4）・アンパンマン・ウルトラマン・ちょうちょ・おやつの歌（3）・はじめるよ・おつかいあり
さん（4）・ありさんのおはなし・かたつむり（4）・むすんでひらいて・さんぽ（2）・不思議なポケット・おは
ようの歌（8）・お帰りの歌（7）・おたまじゃくし・歯をみがきましょう（4）・自分のことは自分でしましょう・
園歌（2）・何でも食べる・給食の歌（2）・お弁当の歌（2）・わーお！・めだかの学校（2）・あめふりくまのこ・
きらきら星・並びましょう・バスごっこ（3）・ぞうさん・どんな色が好き（2）・おむねをはりましょ・はらぺ
こあおむし・素敵なパパ（2）・しゃぼん玉・大きな太鼓・おはじまりのうた・先生とおともだち・さよならの
歌・歯磨きの歌
《０， １， ２歳児》かえるの歌・おつかいありさん・手をたたきましょう・かたつむり・ながぐつマーチ・おやつ
の歌・お帰りの歌・おむねをはりましょ・おはようのうた
《２～３歳児》お帰りの歌・時計の歌・かえるの歌・かたつむり・ドレミの歌・さよならの歌
《３歳児》朝の歌（2）・お返事ハーイ・おむねをはりましょ・お弁当の歌・お帰りの歌（6）・お母さん・かたつ
むり（8）・バスごっこ（2）・小鳥の歌（2）・かえるの歌（9）・エビカニビクス（2）・ブンバボン・ミッキーマ
ウスマーチ・動物体操・パン屋さんでお買い物・３匹の子ブタ・まあるいたまご・こいのぼり（2）・大阪うま
いもんの歌・めだかの学校・おつかいありさん（5）・犬のおまわりさん（2）・糸巻の歌・バスごっこ・おはよ
うの歌（5）・時計の歌・歯を磨きましょう（4）・手のひらを太陽に・つばめになって（2）・かえるの歌・手を
たたきましょう（3）・しゃぼん玉・さんぽ・ありさんのおはなし・どろんこと太陽・ドレミの魔法・ドラえも
ん（星野源）・出発だ！・はらぺこあおむし・ぶんぶんぶん・先生とおともだち（2）サンサンサン・おもちゃ
のチャチャチャ・ロンドン橋・アンパンマン・夢をかなえてドラえもん・時計の歌（2）・ちょうちょ（3）・ど
んな色が好き・めだかの学校（4）・当番の歌・ねむねむ羊・お相撲くまちゃん・動物園へ行こう・大きなくり
の木の下で・チューリップ（2）
《３～４歳児》おやつの歌・お弁当の歌・シューベルトの子守歌・おはようのうた・むすんでひらいて・おむね
をはりましょ・時計の歌・歯を磨きましょう
《４歳児》かえるの歌（9）・手をたたきましょう（2）・おつかいありさん（3）・おはようのうた（9）・時計の歌
（6）・お帰りの歌（9）・めだかの学校（2）・げんこつ山のたぬきさん・しゃぼん玉（3）・てるてる坊主・お寺の
和尚さん・山の音楽家・かたつむり（7）・ありさんのおはなし（2）・おもちゃのチャチャチャ（3）・あめふり
くまのこ（4）・プチ ZOOのうた・さんぽ（12）・ホ！ホ！ホ！（3）・世界中の子供たちが（4）・にじいろ・夢
をかなえてドラえもん（4）・勇気100％・はたらく車・野菜の歌・虹の向こうに（2）・朝の歌（3）・しまうまぐ
るぐる・真っ白けのキリンの歌・小さなイチゴ・ドロップスの歌・お弁当の歌・手のひらを太陽に（2）・パレー
ド（2）・だからあめふり・バスごっこ（2）・ながぐつマーチ（2）・線路は続くよどこまでも（2）・歯を磨きま
しょう（2）・ジョニー・けんかの後は・素敵なパパ（2）・おばけなんてないさ・ミックスジュース・大きな歌・
おたまじゃくし（2）・一人じゃないよ・ぶんぶんぶん（2）・おすしすしすし（2）・つばめになって・トンネル
じゃんけん・ハイタッチ・大好きだい・じゃんけん列車（3）・ドレミの歌・幸せまわれ・思い出のアルバム・
ちょうちょ・仏の子ども（2）・ジグザグお散歩
《４～５歳児》じゃんけん列車・にじ・きのこ
《５歳児》虹の向こうに（3）・にじ（10）・時計の歌（5）・おはようのうた（6）・お帰りの歌（6）・朝の歌（3）・
かたつむり（5）・さんぽ（8）・めだかの学校（7）・勇気100％（4）・大きな古時計（2）・世界中の子供たちが
（4）・三匹の子ブタ・ありがとうの花・手のひらを太陽に・森のくまさん・風と光と子どもたち・金太郎・うさ
ぎとかめ・じゃんけん列車（2）・虫歯子供の誕生日・君と一緒に・ミッキーマウスマーチ・夢をかなえてドラ
えもん（2）・ゆめころんのうた・そうだったらいいのにな・ピクニックマーチ・おつとめ・月影・おちかい・
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おむねをはりましょ・おててを合わせましょう・園歌・さよならの歌・おやつの歌・小鳥の歌・かえるの天気
予報・メリーさんの羊（英語）・きらきら星（英語）・忍者カニ・おどるんようび・ミックスジュース・こがね
むし・おへそ・グッドバイ・ラララ誕生日・ドレミの歌・手をたたきましょう・バスごっこ・おつかいありさ
ん・おやつの歌・給食の歌・歯磨きの歌（3）・つばめになって（4）・ちっちゃなイチゴ・虫歯建設株式会社・
かいじゅう献立・むすんでひらいて・栄養の歌・大きなくりの木の下で・こいのぼり・ホ！ホ！ホ！（2）・お
たまじゃくし・お誕生日の歌・どんな色が好き（2）・ながぐつマーチ（2）・てんとうむし・ありさんのおはな
し・めだかの兄弟・かえるの歌・ドラえもん（星野源）・青い空に絵を描こう・シャボン玉・歌えバンバン（3）・
あめふりくまのこ（2）・自分のことは自分でしましょう
《全学年》ののさま・動物歯磨き・ハッピーバースデー・仏の子ども（2）・スキップ（2）・はじまるよ・大きな
古時計・かたつむり・ながぐつマーチ・お昼が来ました・時計の歌（4）・おまいり・ひげじいさん・トントン
トン・アンパンマン・素敵なパパ・お弁当の歌・誕生日・朝の歌（7）・おむねをはりましょ（2）・お帰りの歌
（7）・お山のジャズ体操・バナナ体操・ホ！ホ！ホ！・小鳥の歌（5）・手をたたきましょう・おはようのうた
（5）・つばめになって（2）・おへそ・かえるの歌（4）・園歌（2）・おちかい・おつとめ・月影・おやつの歌（2）・
お弁当箱の歌・おててを合わせましょう・にじ・ののさま・夕焼け小焼け・歯磨きの歌（2）・さんぽ・あめふ
りくまのこ・かめの遠足
※曲目の後の（ ）内の数字は、回答した学生の人数。（ ）なしの曲は、各一人ずつ。
※ 「かえるの歌」、「かえるの合唱」については、どちらも同じ曲であるため、ここでは「かえるの歌」と記した。
※ 「おはじまりのうた」は「はじまりのうた」と書かれている場合もあるが、ここでは「おはじまりのうた」と記した。
②　実習園で先生方からご助言、声掛けをしていただいた内容について
　以下は同様のアンケートより、園で先生方からご助言いただいたことについての自由記述を抜
粋したものである。
《励ましやアドバイス》
・弾けなければ右手だけで弾いて
・失敗しても大丈夫
・自信をもって
・後奏をつけて
・テンポに気を付けて（速くなってしまった、遅すぎた、ゆっくり落ち着いて弾けると良い）
・ピアノに集中するあまり子どもの様子が見られていない
・体を子どもの方に向けて
・ピアノの技術にこだわらなくていい（子どもに合わせられなかった）
・間違えてしまっても止まらない方がいい
・歌いだしの合図ができると良い
・声が小さい（もっと大きな声で、声が聞こえない）
・手遊びに夢中になり笑顔がなくなってしまった
・左手がぐちゃぐちゃになるよりは右手だけで弾いた方がいい
・子どもに合わせて調を変えて弾けると良い（かえるの歌）
・オルガンの音量に気を付けて（子どもたちに聞こえるように）
・メロディーを大きく弾いて
・片手になってもいいので止まらないこと
・子どもの様子に合わせて１番のみにするなどの工夫ができると良かった
・一緒に楽しむことが大切
《ほめていただいた内容》
・つまっても笑顔で弾き続けられたのが良かった
・楽しそうに歌えた
・手遊びをはきはきできていて良かった
─ 100 ─
・（歌い出しで「さん、はい！」と言えたことに対して）子どもたちが入りやすくて良かった
・ミスをしても止まらずに弾けたのが良かった
・アカペラでも堂々と歌えて良かった
・片手だけになっても弾けていたことが良かった
・子どもを見ながら弾けていて良い
・その日の子どもの歌うペースに合わせて弾けたのが良かった
③　実習での反省点と自分に足りないと思うことについて
　以下は、実習での反省点と自分に足りないと思うことをまとめたものである。こちらも自由記
述をもとにしているが、ここではある程度項目を絞って同じような内容についてはまとめ、意見
の多い順に記した。
・声をもっと大きく出したい、声が小さい（54人）
・子どもの方を向いて歌えない、周りをよく見る、視野を広げたい（48人）
・声掛け、言葉かけがうまくできない、うまくできるようにしたい（34人）
・弾き歌い、手遊びのレパートリーを増やしたい（27人）
・ピアノの技術、止まらずに弾きたい（24人）
・年齢別発達特徴を学ぶ必要性（22人）
・楽しそうに歌いたい、一緒に楽しめるようにしたい（14人）
・積極性、意欲がたりない（12人）
・対応力がない、臨機応変に対応する力をつけたい（11人）
・子どもの気持ちがわからない、子どもの気持ちを理解する力をつけたい（11人）
・自信がない、自信を持って歌いたい、自信を持ちたい（11人）
・手遊びをうまくやりたい（10人）
・話す力、小さい子に伝わる言葉遣い（６人）
・体力、体調管理（７人）
・保育教材の準備不足（６人）
・子どもをまとめる力（５人）
・子どもを惹きつける力（５人）
・ピアノの練習不足（５人）
・表現力（５人）
・観察力（４人）
・想像力（３人）
・歌い始めの合図、声掛けができない（３人）
・立ってピアノを弾くことが難しい、立って弾くことに慣れたい（３人）
・演技力、なりきる力（２人）
・ピアノの音量、弾き歌いのバランス（２人）
・伴奏を弾くテンポが速くなってしまう（２人）
・人前で弾く経験不足（２人）
・判断力（２人）
・実践力（２人）
・決断力（１人）
・思考力（１人）
・声の震え（１人）
・緊張（１人）
・責任感（１人）
・コードでの伴奏をさっと弾けるようにしたい（１人）
保育実習での経験を生かし弾き歌いの力を伸ばす指導の考察
─ 101 ─
④　曲目から見えてきたこと
・曲名をきちんとわかっていない学生が少なくない。
・似たような曲の区別がついていないと思われる学生がいる。
　　例えば「朝の歌」と「おはようのうた」は冒頭の歌詞も同じであるため、正しく曲名をかけ
ない学生がいる。題名が似通った曲については、以下も同様である。
　「さよならの歌」と「お帰りの歌」
　「お弁当の歌」と「お弁当箱の歌」
　「歯を磨きましょう」と「歯磨きの歌」
・「栄養の歌」のように既存の曲（「栄養の歌」はリパブリック賛歌）の歌詞を変えて学習に使わ
れている曲もある。
・仏教・キリスト教園では、子どもの歌以外に宗教的要素のある曲も、多く取り扱われている。
⑤　今後の指導と課題
・思った以上に曲名の間違いや混同等が多かったため、今後は曲名についても正しく覚えていく
ように指導していく。
・取り扱われている曲は多岐にわたっており、本学音楽Ⅱで学ぶ幼児の歌だけでなく様々なジャ
ンルを含め、レパートリーを増やしていく必要がある。
・幼児の歌の多くは、基本のⅠ、Ⅳ、Ⅴの３種類の和音をもとに伴奏がつけられていることが多
い。メロディーのみが記載されている楽譜をもらった場合や、自分の技術では弾きこなせない
伴奏譜をもらった場合に、この３種類の和音をもとに自分で簡易伴奏をつける力もつけたい。
アンケート③で「コードで伴奏」する力をつけたいと感じている学生もいるとおり、実践力が
身についていない学生も多い。ピアノ初心者として入学した学生については、「かえるの歌」
や、「メリーさんのひつじ」などのメロディーが弾きやすい曲から実践練習に取り組みたい。
また、基礎的な力が身についている学生には応用的な力もつけさせたい。杉山（2012）が自身
の保育士時代を振り返った中に、３つの和音で「子どもたちのリクエストに合わせてテレビの
主題歌を」弾き、子どもたちを喜ばせることができたというエピソードがある（1）。子どもたち
と楽しく歌うためには、楽譜通りではない表現ができることはとても大切である。
・仏教で歌われる曲の伴奏には特徴のある和声が使われていることが多く、これまで親しんでき
た音楽（前述の通り子どもの歌にも多く取り入れられているⅠ、Ⅳ、Ⅴの和音を基本とする、
いわゆる西洋の音楽・和声感）に慣れていると、楽譜通りの音を弾いていても正しく弾けてい
るのか不安になる学生もいた。様々な曲に触れさせ、多様な和声（和音）の響きの美しさを味
わわせたい。
・後奏をつけるようにアドバイスを受けた学生もいた。後奏について、音楽療法の観点から平田
（2006）が、後奏をつけることで歌い手に、「歌った！」という「快感体験」、「達成感」を促す
ことができると述べている（2）。後奏の持つ効果についても伝え、後奏や、終止を丁寧に弾くよ
う今後も指導していきたい。
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２　「歌う」ことの意味
　アンケート③の中で、最も多く記述されていたのは、声の大きさに関することであり、多くの
学生が「大きな声を出したい（出さなければならない）」と思っている。しかし、保育者にとっ
て必要なのは「大きな声」ではなく、「伝わる声」である。歌声であっても、話し声であっても、
子どもの心に心地よく届く声でなくてはならない。保育者が子どもたちに歌い聴かせる、または
語りかける声は重要であり、叫んだり怒鳴ったりするような声は必要ない。「音楽教育実践ジャー
ナル」誌の座談会で嶋田（2003）は、「保育は歌でするもの」と述べ（3）、保育者にとって「歌」
や「声」の習得が欠かせないことを他の参加者と共に話題にしている（4）。筆者もまた、保育者に
限らず、自身も含めたすべての教育に携わる者にとって、「声」の力は重要だと考えている（槌
田 2019）（5）。
　「歌う」ことで「子どもたちの何が育ったのか」、名須川・高橋（2006）は、「うたうことは自分
が身近に使える手段である『声』により、外界に向かって自分を出す行動」とし「『自分がここに
いる』という自分の存在を肯定的に捉えられるからこその行動」であり、それを保育者が「受け
止めることで」子どもたちが「自信や満足感を得る」と述べている。そして乳児・幼少期の子ど
もたちが「ありのままの自分を安心して出してよい」ことを繰り返し感じていくことが重要だと
述べている（6）。自分なりの表現を受け入れてもらうことで子どもたちの中に安心感が生まれる。
　保育指導指針解説（2018）には子どもたちの育つ場所について「落ち着いて過ごしたり、くつ
ろいだりすることのできる時間や空間が保障されることが大切である。」と明記されている（7）。
筆者もまた、子どもが健やかに育つためには、すべての教育者が子どもたちに居心地のよい、安
心感や安心できる居場所を与えることが重要であるとの信念を持って教育に携わってきた。安心
できる場所を作るためには、声を張り上げて指導したり歌ったりしてはいけないし、子どもたち
の「元気さ」や声の「大きさ」だけを褒めてはいけない。また、どんなにピアノの技術があって
も、押しつけるような伴奏を弾いてはならない。子どもの声や音を聴き、ともに歌い、そして語
りかけたり、歌い聴かせたりすることで、子どもたちに安心できる環境を与えることができる。
子どもたちが、自己を肯定し、豊かに育っていくための１つの手段として「歌うこと」を認識す
るべきである。
３　学生Ｙの実践事例と成果
①　Ｙの実態
　Ｙは初心者で、練習時間を増やしてもなかなか自分で納得いく弾き歌いができず、励ましても
いつもため息をついていたため、実習をきちんとこなせるかどうか心配して送り出した学生で
あった。しかし実習後、Ｙは目を輝かせて「楽しかった！」と言って帰ってきた。目の前の子ど
もたちと一緒に歌うことが楽しかったそうだ。子どもたちのパワーに助けられ、ピアノ伴奏を間
違えても気にせずに楽しい雰囲気のまま弾き通せたそうである。そして、先生方からも「つまっ
ても笑顔で弾き続けられたのが良かった」とほめていただいたことで「間違えてもいいのだ」と
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思えたのだという。
　Ｙには実習前の指導でも、１つの音のミスや止まってしまったことを気にし過ぎずに、音楽の
流れを大切にするよう伝えていたが、「楽譜通りに、間違えずに」という強いこだわりがとれな
かった。ピアノの上達過程において池田・さいとう・中村（2004）が、「楽譜通り間違えずに演
奏できることは演奏の第一条件であるが、演奏を間違ってはいけないと意識しすぎるとミスを恐
れ、萎縮してしまう」（8）と述べている。Ｙは間違えないようにするために音楽の流れが不自然に
なっていた。
　実習後Ｙは、子どもたちの楽しい様子や、喜んで歌う様子を思い浮かべながら練習するように
なった。子どもたちの歌を思い浮かべながら、自身でも旋律をよく歌って練習することで、旋律
の「流れ」を意識できるようになり、音楽が自然に流れるようになった。同時に、技術の向上も
見られた。そこで、Ｙの体験を元に、クラス全体である試みをすることにした。
②　授業実践
　通常、音楽Ⅱでは１人ずつ順番に個人レッスンを受ける授業形態を取っており、１人がレッス
ンを受けている間、他の学生はそれを聴いている。それを今回は、個人レッスンを受ける学生
と、その他の学生双方が、それぞれ先生役と園児役に扮し、それぞれの役を演じるつもりでレッ
スンを行った。園児役は園児になりきり、弾き歌いに合わせて歌ったり、声掛けに対して時には
思いがけない言動や行動をわざととったりする。それに合わせて先生役は園児のペースで弾き歌
いを進めていく。
　音楽Ⅱは演奏者（レッスンを受けている学生）と聴衆（その他の学生）という形になりがちで
あるが、このクラスではその後数回、それぞれの役を演じながら、全員で子どもの特性やペース
に合わせた声掛けや弾き歌いの実践練習を行った。
③　成果と考察
　この授業形態の当初の目的は、レッスンを受ける学生が園児の特性をつかみ、園児の表現に合
わせた弾き歌いを行うための設定であった。つまり、個人レッスンを受けている側の学生に、ほ
かの学生が協力して練習に付き合っている、という認識で授業を行っていた。しかし園児役を演
じるということもまた、学生にとって意義のある実践であることがわかった。
　演じるという行為に対して初めは恥ずかしさや戸惑いを隠せなかった学生であったが、思い
切って自分ではない誰かになり切った体験を通して、この「演じる」という要素（間違えても楽
しそうに弾いたり、笑顔で歌うように心がけたりという）が各自の弾き歌いにも取り入れられる
ようになったのである。「ピアノが苦手で、今回もきっと弾けない（と思い込んでいる）自分」
ではなくなったことで、弾けないなりにも、音楽の自然な流れを感じながら、楽しみ、積極的に
に自分なりの表現をしようとする姿が見られるようになったのである。園児として歌った体験を
通し、１つ１つの音にとらわれすぎず、全体を一つの大きな流れとしてとらえられるようになっ
た。
　同時に、このクラスでは初心者ならではの気持ちや悩みを互いに共有したことにより、授業中
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皆の前で弾くことによるプレッシャーからも解放され、新学期当初、真面目に、間違えないよう
に弾いていた彼女らの姿に比べて随分堂々と楽しそうに弾けるようになった。全員が交代でそれ
ぞれのピアノ伴奏に合わせて歌い合う時、伴奏が止まってしまっても、ゆっくりと歌でつないで
お互いのピアノ伴奏を補い合おうとする学生の姿が何度も見られた。学生同士の思いやりから生
まれた行動であったが、自分が弾くときには他の学生が助けてくれるという安心感を得られたこ
とは、緊張感を取りリラックスするための重要な役割を果たした。
　初心者はピアノを弾くだけでも必死である。ましてや授業中、他の学生の前で弾くことは、な
おさら極度の緊張やプレッシャーを強いられ必死になってしまう。しかし実践事例のように、
「上手に弾かなくてはいけない」という気持ちから、「楽しく歌っていけばいい」という気持ちの
への切り替えをクラス全体で共有できると、力を抜いて授業に取り組めるようになる。個人レッ
スンではない、グループでの授業で各学生の力を伸ばすためには、そのクラスの雰囲気作りにも
十分に気を配って指導していかなければならない。
４　その後の取り組みと今後の課題
　この試みは、2019年も引き続き行い、初心者クラスだけでなく、その他のクラスでも成果を
上げている。
　上級者クラスでも、初心者クラス同様、多様な園児を想定して、各学生が思いつくままにそれ
ぞれ園児役を演じた。園児役に合わせて弾き歌いをすることで、子どもたちの様子をよく感じな
がら弾くことの重要性を学ぶことができた。例えば想定した年齢に合わせて曲全体のテンポを調
整したり、発音しづらいところで、部分的にテンポを落としながら子どもたちと目を合わせて語
り掛けるように歌ったりという工夫をすることができた。子どもになりきることで、発音しにく
いと感じる箇所や、歌いにくいと感じる箇所を自らの力で把握する。そしてそこをどう表現する
と子どもが歌いやすいのか、自分たちで体感していくのはとても大切なことだと感じた。
　子どもたちと一緒に音楽を楽しもうとしている先生が弾き歌うからこそ、歌の歌詞や物語、情
景が伝わり、表現する声や音の楽しさを味わわせることができる。ピアノが得意な学生にとって
楽譜通りに上手に弾くことは難しいことではないが、楽譜にはない、目の前にいる子どもたちの
歌に寄り添った伴奏を弾いていくということが重要である。もちろんこれは演奏家・歌い手にも
大切なことである。演奏表現について、野村（2012）が「器とお茶」に置き換えて説明している
が、印象深い（9）。
　楽譜通りに演奏することは大切であるが、保育者に求められているのは、「機械的に正確すぎ
る伴奏を弾く力」ではなく、「子どもたちの豊かな表現を引き出すための『音』や『声』を奏で
る力」である。汐見・松本・髙田・矢治・森川（2017）は、教育要領の改訂を「保育者主導の設
定保育型から、自由遊びを中心とする環境構成型へと、子どもを中心とするまなざし保育の軸が
大きく転換していった。」（10）と述べている。音楽表現の場面においても、主役は子どもたちでな
ければならない。前述の平田は、「腕がある伴奏者」は「過大な演奏をしてしまって」、「対象者
や周囲の人のための伴奏ではなく自分が演奏家になってしまう。」と述べている（11）。保育の場面
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で表現する主役は子どもたちであり、保育者は自分の演奏を披露してはいけない。ピアノで歌を
リードして歌いやすくすることはもちろんある。しかしそれは、少ない音やメロディー、また
は、歌だけでも良いのである。先生のピアノではなく子どもたちの声や子どもたちが奏でる音が
主役でなくてはならない。このことについては、前述の名須川らの「ピアノさえ弾ければ何とか
なるというような旧態依然とした音楽教育で子どもを指導しようとする保育者も未だに後を絶た
ない」（12）との指摘も重く受け止めるべきであり、保育士養成機関での指導方法や、各自治体の就
職試験のあり方についても検討する必要があるのではないだろうか。
５　おわりに
　保育指導指針解説（2018）には「子どもは、風の音や雨の音、身近にある草や花の形や色な
ど、自然の中にある音、形、色などに気付き」（13）とあり、幼稚園教育要領解説（2018）には「幼
児は、風の音や雨の音、身近にある草や花の形や色など、自然の中にある音、形、色などに気付
き」（14）とある。音楽をいわゆる芸術的なものと捉えず、生活の中にあるすべての「音」を「音楽」
として捉えることが大切である。「音楽」を、子どもにとって「特別なもの」にしてしまっては
いけない。日常の中で聞こえてくる音、自分がたてる音、歌う声……、子どもたちが聴く音すべ
てを音楽として受け入れ、保育活動に取り入れていく必要がある。
　筆者がかつて小・中学校で教員をしていた頃、小学校２年生の実践で、生活の中の音を題材
に、手作り楽器で音やリズムを作る活動を行ったことがある（15）。音楽を日常からかけ離れた芸
術的なものだけに分類せず、技術的なことにもとらわれすぎず、自分たちの自己表現としてとら
えると、子どもたちは音楽に苦手意識を持つことなく、皆がそれぞれに音を楽しむことができ
る。中学校のリコーダーの学習でも、全員が教科書通りに演奏する必要はなく、１人ひとりに合
わせて楽譜に手を加え、アンサンブルを楽しめば子どもたちに満足感が生まれる（16）。
　保育園・幼稚園では、子どもたちの「音」を楽しむ芽を摘んでしまうような活動が行われない
ことを、小・中学校では、音楽嫌いの子どもを生み出すような授業が行われないことを強く願っ
ている。子どもたちなりの表現を受け入れて共に歌い、あたたかく、丁寧な歌声・話し声で子ど
もたちを包み込んでくれる保育者を──筆者もまた学生１人ひとりの表現に寄り添い、共に歌い
ながら──大切に育てていきたい。
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